
（別紙４）

～ R8年　3月　31日

（対象者数） 4 （回答者数） 3

～ R8年　3月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ R8年　3月　31日

（対象数） 4 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

園の先生方と関係性を築き、ニーズに応えられるような支援

を引き続き行っていきたい

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児発・保訪の兼務が成り立つ範囲で依頼を受けている

2

3

当事業所の様子と利用児が通っている園での様子を共有し、各

先生方と密に連携をとることでお互いの困りごとを解決する支

援ができている

日々の保育に取り入れやすい活動・声掛けの提案や専門的な助

言を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児発・保訪の兼務となるため、保訪の利用者数を大幅に増やす

ことができない

保訪専属でスタッフが雇えるほどの収益は見込めず、スタッフ

のキャパオーバーになりかねない

R8年　3月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　4月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R8年　3月　2日

○事業所名 児童発達支援らびっと

○保護者評価実施期間 R8年　3月　27日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


